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第176号（２面）2019年12月19日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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▼母親に敬服


　ハンストにドクターストップがかかって中止したとき、お母様が「もっとやれると思っていた」とおっしゃったとか。そのようなお母様の息子さんだからこそ、元山さんも県民投票行動を起こし実行できたのだと思いました。（山口真理子）





▼成長も頼もしい限り


　元山さんのお話は４年前に狛江に来られたとき聞いて以来２回目。あのときから、実に地道に仲間を広げながら、沖縄で、また全国を回って語り掛け、国民の心を揺り動かし、大きな力を蓄えてきた。頼もしい限りです。 日本の教育や報道では、他国のように若者への影響が大きくならない傾向があり、私たち年輩者がもっと頑張らなければなりません。私は４歳のとき横浜空襲に会い、保育園、園長をやめて、小さい子向きに体験絵本を作り、学校や児童館で読んでいます。  （山本嘉子、狛江市）





▼本州の人の意識を変える


  これまでも沖縄に寄り添って高江にも辺野古にも行き座り込みの仲間入りもして、沖縄の人の思いを共有したつもりでしたが、まだまだ足りないと反省しました。これからは本州の人々の意識を変える行動を続けます。もっとも難しい仕事ですが。（鵜沢希伊子、上石原）





▼「歴史に刻まれる」に感嘆


　すばらしい講演でした。ハンストを決定したのは「歴史に刻まれる」という思いだった、というのは素晴らしい。（無記名）





▼良い企画


　大変良い企画でした。（長谷川仁、柴崎）





▼「日本を守る」は幻想


  沖縄がある時期までは米軍の前方展開のための適地であったことは間違いない。それは今も変わらないのではないか。厳しい国際関係の中ではありえない「米国が日本を守ってくれている」という幻想を明らかにしていくのが私たちの仕事だと思った。少なくとも、プラスマイナスで、アメリカのプラスが多いから駐留しているのだと思う。 （坂内淳、布田）





▼心にしみた話


　三鷹の請願活動では元山さんにご協力いただきました。「立派な青年に高齢者が支えられるの図」ですが、遅ればせながら、できることを努力して続けたいと思います。（無記名）





▼充実した会


  とても充実した会でした。沖縄の人々の民意をはっきり示す運動を始めて、盛り立てたご当人の話には説得力がありました。（村上むつ子）





▼どう「自分ごと」にするか


  沖縄の問題を思うとき、いつも心が痛みます。元山さんの冒頭の３つの問いの中で、「沖縄と連帯するとは何か」は、私が感じる「心の痛み」の真の原因とも深くつながるところです。つまるところ、沖縄の問題を「自分ごと」として考えるか否かにかかっていると思います。どういう関わり方で「自分ごと」として受け止め、どういう行動がとれるかは、それぞれの人の置かれている状況によると思いますが、私はこれからも「自分ごと」として考え続けると思います。（無記名）





▼地位協定が問題


  本当に日本は地位協定のため、国民が苦しみを強いられていると思います。１人でも多くの人が、わか国の現実に目を向けられるよう、周りとつながって話をしていきたいと思います。（新井郁子、八雲台）





▼新鮮で力強かった


  今まで私が聞いた沖縄の話というと「おじい、おばあ」中心だったけれど、元山さんの話を聞いて、若者の話、若者たちの活動を聞いて、とても新鮮で力強く感じました。これからも私ができることをもっとやっていこうと、思いを新たにしました。（工藤民子、府中市）





▼いま、ハンカチは？


  沖縄の辺野古基地のフェンスに「基地をつくらないで」と書いたハンカチを置いてきました。（無記名）





★編集者注★


　数年前、「調布憲法ひろば」も、辺野古の浜に行き、団結小屋を訪問しました。境界の柵には抗議のビラや旗、幟などが残されていました。11月、同じところを訪れたのですが、既に柵のビラなどは撤去され、警備員が常時立って警戒していました。海岸の団結小屋はなくなり、いまはキャンプのゲート前にテントがあり、門前での抗議が続いています。








第153回(2020年1月)例会 参加費：300円


徴用工問題と日韓関係


お話：川上詩朗弁護士＆石山久男さん


日時：2020年1月13日(月･休)13:30～


場所：たづくり10階１００１学習室





第154回(2月)例会 参加費：300円


大島憲法と日本国憲法を歓迎し


た三多摩人 お話：古橋 研一さん


日時：2月24日(月･休)13:30～


場所：教育会館201･203





第155回(3月)例会 参加費：300円


消費増税後のアベノミクスと日本経済のこれから お話：山家悠紀夫さん


日時：3月29日(日)13:30～　場所：未定








